
 





 



 



 



             江戸期 越ケ谷宿・村絵図 No５（全体） 

絵図類の部 資料番号４２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 



 



 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



越
ヶ
谷
宿
に
も
い
た
キ
リ
シ
タ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

加
藤
幸

一 
長
崎
県
の
一
部
の
地
域
、
例
え
ば
五
島
列
島
や
平
戸
市
に
あ
る
生
月

（い
き
つ
き
）
島
に
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
信

仰
が
今
で
も
残
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
享
保
年
間
に
越
ヶ
谷
宿
に
も
キ
リ
シ
タ
ン
が
い
た
。 

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
に
関
し
て
は
、
足
立
区
の
保ほ

木
間

き

ま

や
茨
城
県
の
古
河
に
数
人
ほ
ど
い
た
こ
と
が
、
明
暦
四
年
（
一

六
五
八
）
の

『
吉
利
支
丹
出

申

国

所

い
で
も
う
す
く
に
ど
こ
ろ

之
覚
』
の
中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
北
川
辺
町

き
た
か
わ
べ
ま
ち

の
古
河
藩
領
の

柳
生

や
ぎ
ゅ
う

村
に
も
い
た
こ
と
が

『
古
河
誌
』
に
よ
っ
て
分
か
っ
て
い
る
。
そ
の
名
残
が
現
在
も
続
い
て
い
る

「本
家

ほ
ん
け

祭

り
」
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

昭
和
三
十
年
代
に
川
口
の
芝
で
発
見
さ
れ
た
木
造
阿
弥
陀
如
来
座
像
の
胎
内
に
納
め
ら
れ
て
い
た
十
字
架
と
マ

リ
ア
観
音
像
が
あ
る
。
永
年
キ
リ
シ
タ
ン
の
研
究
と
調
査
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
栗
橋
郷
土
研
究
会
の
加
藤
大
政

お
お
ま
さ

氏

は
、
マ
リ
ア
観
音
像
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
仏
像
を
所
蔵
し
て
い
る

（資
料
１
）。 

越
ヶ
谷
宿
の
本
陣

（大
沢
町
に
あ
り
）
を
勤
め
た
福
井
猷ゆ

う

貞て
い

に
よ
っ
て
文
化
文
政
年
間
頃
に
書
か
れ
た

「越
ヶ

谷
瓜
の
蔓
」
に
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
に
関
す
る
内
容
が
み
ら
れ
る

（資
料
２
）。 

越
ヶ
谷
宿
の
新
町

し
ん
ま
ち

（越
ヶ
谷
宿
の
内
の
南
部
）
に
新
兵
衛
と
い
う
者
の
切
支
丹

一
族
が
い
た
。
場
所
は
、
日
光

街
道
沿
い
の
赤
山
街
道
が
始
ま
る
南
側
角
地
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
現
在
の
田
中
屋
呉
服
店
の
地
点
で
あ
る
。

享
保
二
年

（
一
七

一
七
）
に
、
倅
の
籠
太
郎

一
人
を
残
し
て
、
代
々

「新
兵
衛
」
を
名
乗
る
切
支
丹
類
族

（キ
リ
シ

タ
ン
信
徒
の
一
族
）
が
絶
え
、
天
嶽
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
。
残
さ
れ
た
籠
太
郎
は
宝
珠
花
村
の
親
類

へ
引
き
取
ら
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
越
ヶ
谷
宿
の
キ
リ
シ
タ
ン
一
族
は
す
べ
て
絶
え
た
。 

越
ヶ
谷
町
の
住
民
は
す
べ
て
天
嶽
寺
の
旦
那
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
一
町

一
寺
の
特
権
が
天
嶽
寺
に
与
え

ら
れ
た
理
由
は
、
元
荒
川
の
改
修
に
あ
た
り
新
流
路
が
天
嶽
寺
の
敷
地
に
か
か
っ
て
い
た
代
償
で
あ
る
と
の
説
が
あ

る
が
、
「越
ヶ
谷
瓜
の
蔓
」
に
は
別
の
理
由
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
天
嶽
寺
が
新
た
に
越
ヶ
谷
村

（日
光
街
道
沿
い

の
村
、
後
の
越
ヶ
谷
町
）
に
檀
家
を
獲
得
し
始
め
た
頃
、
越
ヶ
谷
郷

一
帯
に
檀
家
を
持
っ
て
い
た
迎
摂
院
の
檀
家
の

中
に
、
越
ヶ
谷
の
新
町
組
に
切
支
丹
が
い
る
こ
と
を
摘
発
し
、
以
後
、
越
ヶ
谷
町
に
切
支
丹
が
入
り
込
ま
な
い
よ
う

に
と

一
町

一
寺
の
特
権
を
天
嶽
寺
に
与
え
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
長
崎
県
が

「長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」
の
世
界
遺
産
を
め
ざ
し
て
い
る

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
最
近
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
中
で
埼
玉
県
東
部
の
キ
リ
シ

タ
ン
研
究
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
を
期
待
す
る
。 

※
主
な
参
考
文
献

・
『越
谷
市
史 

第

一
巻 

通
史
上
』
五
０
六
頁
、
『越
谷
市
史 

第
四
巻 

史
料
二
』
五
四
～
七
八
頁 



資
料
１
．
加
藤
大
政

お
お
ま
さ

氏
所
蔵

「
マ
リ
ア
観
音
像
」
に
刻
ま
れ
た
銘
文 

           

万
里
□

※
１

観
音

ハ
弥
陀
乃
□

※
２

に 

奥お
く

出い

つ
づ 

□
※
３ 有

縁

う

え

ん

乃
衆

生

し
ゅ
じ
ょ
う 

斉
度

さ
い
ど 

□
※
３

給
ふ 

  

前 

後 

後
ろ
に
刻
ま
れ
た
文
字 



 
※
１ 

「万
」
の
字
の
よ
う
に
思
わ
れ

「万
里
万
」
は

「
マ
リ
マ
」
と
読
め
る
。
マ
リ
ア
を
さ
す
か
。 

 
 
 

加
藤
大
政
氏
は
、
〈※
１
の
字
は
、
本
来
は

「ア
」
と
い
う
字
で
あ
る
が
、
後
で
発
見
さ
れ
た
時
に
罰
を
受

け
な
い
よ
う
に
と
考
え
て
、
あ
え
て
余
分
な
線
を
入
れ
判
じ
物
に
し
て
読
め
な
く
し
て
い
る
。
裏
の
読
み
は

「万
里
ア
」
つ
ま
り

「
マ
リ
ア
」
で
あ
る
〉
と
し
て
い
る
。 

※
２ 

「役
」
の
字
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
前
後
の
文
脈
か
ら

「假

（仮
）
」
と
読
ま
せ
て
い
る
。 

※
３ 

「志
」
（こ
こ
ろ
ざ
し
）
の
字
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
加
藤
大
政
氏
は

〈実
は
こ
の
字
は

「志
」
で
は
な

く
、
十
字
架
の
記
号
が
隠
さ
れ
て
い
る
判
じ
物
で
、
「十

（十
字
架
）
と
心
」
か
ら
な
る
字
、
意
味
は

「キ

リ
ス
ト
の
心
」〉
と
し
て
い
る
。 

こ
の
観
音
像
は
、
加
藤
大
政
氏
が
住
ま
わ
れ
る
栗
橋
か
ら
幸
手
に
か
け
て
見
つ
か
っ
た
と
さ
れ
、
三
十
三
観
音
の

一
つ
、
白
衣

（び
ゃ
く
え
）
観
音
か
も
し
れ
な
い
が
、
江
戸
期
に
刻
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
銘
文
の
最
初
の

「万
里
万

観
音
」
の
文
字
か
ら
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
マ
リ
ア
を
意
識
し
て
造
立
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
為
の
観
音
、
「
マ
リ

ア
観
音
像
」
の
可
能
性
も
充
分
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

近
在
に
は
、
か
つ
て
は
キ
リ
シ
タ
ン
が
い
た
古
河
や
古
河
領
の
柳
生

（や
ぎ
ゅ
う
）
村

（現
在
の
北
川
辺
地
区
の

北
部
）
が
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
六
年
七
月
八
日 

文
責 

加
藤
幸

一 

資
料
２
．
文
化
文
政
年
間
に
書
か
れ
た

「越
ヶ
谷
瓜
の
蔓
」
（福
井
猷
貞
）
よ
り 

         

な
お
、
新
兵
衛
の
住
居
を
右
の
文
の
他
の
所
で

「新
町
内

し
ん
ま
ち
う
ち

、
橋
際

は
し
ぎ
わ

太
郎
次
敷し

き

」
か

「町
中

ま
ち
な
か

、
抱

か
か
え

屋
敷

や

し

き

」
の
２
つ
の

可
能
性
を
あ
げ
て
い
る
。 

          

※
こ
の
史
料
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
秦
野
秀
明
氏
の
協
力
を
得
た
こ
と
を
こ
こ
に
記
す
。 

 切
支
丹
の
新
兵
衛
宅

 

現

・
田
中
屋
呉
服
店
の
地 

赤
山
街
道 

日光道中 

中町橋 



一
札
之
事 

 

一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

里
勢 

 
 
 
 
 
 

※
平
田
篤
胤
の
後
妻
、
越
ケ
谷
宿
の
豆
腐
屋
の
娘
お
り
せ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戌
四
十
七
才 

  

右
は
去
ル
文
政
二
卯
年
貴
殿
方
江 

 
 
 
 
 

※
貴
殿
と
は
平
田
篤
胤 

 

嫁
申
候
、
拙
者
娘
ニ
相
違
無
御
座
候
、 

 
 
 
 

※
拙
者
と
は
お
り
せ
を
養
女
と
し
て
迎
え
た
山
崎
長
右
衛
門 

 

以
上
、 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

武
州
越
ヶ
谷 

天
保
九
戌
年
閏
四
月 

 

山
崎
長
右
衛
門 

 
 
 

※
篤
胤
の
門
人
、
屋
号

「油
長
」
の
山
崎
長
右
衛
門
篤
利 

   
 
 
 
 
 

平
田
大
角
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 

※
平
田
篤
胤 

    

 

 



会田金物店の壁画(越ヶ谷本町)  

※この項目は平成 29 年 4月 16 日に新たに充実させて追加した資料です。 

旧日光街道沿いの「会田金物店」は、江戸時代には屋号が「富田屋（とんだや）」と呼ばれた堀伊左衛

門の家屋で、明治の針屋火事と芋金火事の 2 度の越ヶ谷町の大火の難をも逃れ、江戸時代より残る越ヶ

谷宿で一番古い建物である。途中で現在の会田家の住まいに所有者が変わるのです。 

ここ（富田屋・堀伊左衛門家、現・会田金物店）に幕末に流山から板橋に官軍によって送られてくる

近藤勇が泊まったとの説があります。 

近藤勇がどこに宿泊したかとの説は、他に以下の２点があります。 

・有馬藤太氏は近藤勇が宿泊したのは粕壁宿だとの粕壁説を唱えています。 

・富田重太郎氏は、「越ケ谷へ卯の刻（日の出の時刻）到着」としています。 

越ヶ谷宿の現在の会田金物店の建物に宿泊したとの説は以下の通りです。 

八島理
おさむ

（通称、晃正）氏は、昭和三十三年九月発行の「越谷町秘話」の中で、さらに推し進めて、「越

谷町本石２丁目（現、越ケ谷本町）、堀伊左衛門が、当時、越ケ谷宿の名主で、この家は勇が取調べを受

けたところらしい。」としています。八島氏は、当時の名主宅に立ちより宿泊したのではないかとの前提

から推測したのではないだろうか。根拠となるものはないと思われます。堀伊左衛門家（屋号「富田屋

とんだや」）の建物は、現在、「会田金物店」（越ケ谷本町３２）となっています。 

そのうちの八島説が一般に広がり、「近藤勇は越ヶ谷の現在の会田金物店に泊まった」と信じられるよ

うになったものと思われます。 

実は、毎日新聞２０１５年１２月１５日の「新選組近藤勇捕縛の古文書 熊谷では手控帳に」の中の

記述によると、秦野秀明氏の考察から大沢町と断定できるようです。この記述は地元のことが記述され

た文書であるので信頼性が高いと思います。（後に掲載した新聞資料を参照のこと） 

大砲とその大砲を撃つ二人の兵隊の絵が描かれているこの壁画が会田金物店にあります。幕末の会津

戦争の時に官軍が大砲を移動しながらこの富田屋の前を通った時の様子ではないかとの説があります。

しかしながら、旗の絵をみると、官軍が掲げた「錦の御旗」ではありません。日章旗（日の丸）なら賊

軍が使っていた旗ですが、その後になってから生まれる旭日旗（きょくじつき）のように思えます。ま

すます謎が深まるばかりです。 

富田屋関係の人が、毎日店先を掃除しているのであろうに、店先ではないにしてもいたずら半分、或

は記録を残そうとして書くのは考えにくいです。そばを通った軍隊の一人が立ち寄って落書きをしたと

推測ができます。 

以上は、あくまでも推測の域に脱していません。裏付けとする証拠がない限り、すべてが謎となりま

す。 

なお、その時のもう一つの落書きもあります。屋根のある建物の中に人々が寄り添っているようにも

見える絵です。 

 

 

 

 



・会田金物店の壁画の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・会田金物店のもう一つの絵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原

田
民
自
氏
撮

原
田
民
自
氏
撮
影 



・近藤勇は越ヶ谷ではなく、「大沢町」に宿泊したことを裏付ける新聞資料 

 手控え帳の持ち主の弥五郎は、大林村の瀬尾家の名主です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・流山で連行された近藤勇に関する新聞記事 

 

・越谷市内の大間野村の「よしずや」の一件 

二人の付き人を従えて乗馬してきた近藤勇は、翌朝になると大小の刀を差したまま網はりの山駕籠

に入れられ、近藤勇の奪還を恐れてか、越ケ谷から間道の赤山街道（越ヶ谷小学校の裏門側の道）を

通って板橋に向かいました。その途中、綾瀬川に架かる一の橋（現在の旧・一の橋、当時は「一ノあ

じ橋」と呼ばれた）のたもとの「よしずや河岸」の茶屋（関根氏）で休息し（四月五日とされる）、弁

天藤（現在は出羽公園に移植）を見ながら、「綾なる流れに 藤の花匂う わが生涯に 悔いなし」と

の辞世の句を詠んだとの言い伝えがありますが、確証はあるません。実際には板橋で偽名がばれたあ

とに辞世の漢詩を詠んでいます（四月二十五日）。 

・板橋宿までのコース 

その後、若年寄として偽名の大久保大和を名乗った近藤勇を連れた一行は、浦和宿に向かいます。

そして、田島村の名主、中村仲治郎方で休息しましたが、同家の庭に梅の古木（現在は、薬王院に移

植）があり、勇はここでも和歌を詠んで、その枝に短冊を結び付けていったとの言い伝えがあるとい

いいます。一行は荒川の笹目の渡しを越えて板橋の総督府の本陣のある板橋宿に入ります。面通しに

よって近藤勇と判明し、処刑（斬首）は、板橋宿のはずれの寂しいところ、今の板橋駅東口前広場あ

たりです。 





 

 



                                          

大
沢
小
・中
学
校
と
内
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